
令和４年度 第５回 有田区地域協議会 

 次 第 

 

日時：令和４年１０月１７日（月）午後６時３０分～ 

会場：カルチャーセンター ミーティングルーム 

 

 

 １ 開  会                        

 

 

 

 

 ２ 会長あいさつ                     

 

 

 

 

 ３ 議  題 

  

【協議事項】 

 ・地域活性化の方向性について 

 

 

 

 

 

４ そ の 他 

・次回の地域協議会の開催について 

   月   日（  ）午後６時３０分～ カルチャーセンター 

 

 

 

 

 ５ 閉  会 



「地域活性化の方向性」の検討について 

※太枠内を記入のうえ、当日ご持参ください。 

項目 現状 どうしていきたいか（方向性） 具体的な方法・手法 

有
田
区
の
魅
力 

・自然豊かで、かつ、交通の便もよい 

・商業・工業もさかん 

・生活環境（文化・スポーツ施設）が整ってい

て便利 

・住宅地が多い。若い世代や子どもが多い 

・学校コミュニティがさかんで雰囲気がよい 

  

有
田
区
の
特
性
、
個
性 

・国籍問わずいろいろな所から多くの方が集ま

ってきて、上越市の中でも人口が増えている 

 ⇒縦横の交流がなかなか生まれていない 

・歴史的素材がある（春日新田駅、馬市、北国

街道） 

・水害が発生しやすい地形 

・町内会長協議会を中心として専門分野を担当

する団体が実行部隊となって実施している 

・カルチャーセンターを中心に、高齢者サロン、

子育てサロン、コミュニティスクールの３本

立てで活動しており、全国に誇れるものがあ

る 

 ⇒世代間のつながりが生まれている 

・そういう人たちに魅力、特性を伝えて

いく必要がある 

 

・住んでいる人に伝え、魅力を感じても

らう 

・防災に力を入れていく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・これまでの取組を史書のようなもの

にまとめてはどうか 

 

 

 

次
世
代
に
残
し
て 

い
き
た
い
も
の 

・地域の祭礼（春日新田、佐内、安江）、体育祭 

・各町内のイベント（夏祭り、さいの神） 

 

・歴史的史料等（我が有田希望満つ、下門前の

４００年、蟹池伝説の紙芝居） 

・絶やすことなく続けていく 

・有田地域共通のイベントがあるとよ

い（拠点がカルチャーセンター） 

 

 

 

 

 

・冊子を増刷したり、展示、保管して皆

さんに知ってもらいたい 

 

【 資料№１ 】 

個性や特性をいかすために、課題を解消するために、現状をさらによくするために 


